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ま
ず
は
「
中
之
島
は
島
で
あ
る
」
と
声
に

だ
し
て
み
る
。
平
成
の
今
、
中
之
島
は
島
だ

と
声
を
あ
げ
て
い
る
の
は
月
刊
島
民
く
ら
い

で
、
創
刊
の
頃
は
た
ぶ
ん
、「
島
民
？　

何

そ
れ
？
」
と
聞
き
返
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

多
く
の
人
は
中
之
島
が
島
で
あ
る
の
を
忘
れ

て
い
る
。
あ
る
い
は
意
識
し
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
古
地
図
は
覚
え
て
い
る
（
と
、

古
地
図
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
考
え
る
）。
江
戸
時

代
の
作
成
で
、
中
世
以
前
の
大
阪
を
描
い
た

と
さ
れ
る
「
冷
泉
・
円
融
・
花
山 

右
三
帝

之
御
宇 

難
波
古
絵
図
」（
下
）
に
、
島
そ
の

も
の
の
姿
の
「
中
ノ
島
」
が
あ
る
。
海
と
川

が
入
り
組
み
あ
い
、
大
小
の
島
が
浮
か
ぶ
。

島
は
大
阪
の
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
だ
。
そ
れ
ら

多
く
の「
島
の
中
の
島
」。そ
れ
が
中
之
島（
中

ノ
島
）
だ
。

　

そ
も
そ
も
中
洲
を
意
味
す
る
中
之
島
が
そ

の
ま
ま
地
名
に
な
っ
た
の
は
、
ど
う
し
て
か
。

淀
川
の
河
口
に
中
洲
は
い
く
つ
も
あ
っ
た
か

ら
、
ど
こ
が
中
之
島
と
命
名
さ
れ
て
も
お
か

し
く
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
が
中

之
島
に
な
っ
た
。
そ
の
わ
け
は
？

　

中
之
島
の
西
の
端
に
ひ
っ
そ
り
と
、
小

さ
な
地
蔵
の
祠
が
あ
る
。
Ｎ
Ｃ
Ｂ
（
中
之

島
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）
の
西
側
、
道
路
脇
に

西
を
向
い
て
鎮
座
し
て
い
る
。
歩
い
て
い

て
見
つ
け
た
。
石
彫
り
の
尊

像
が
二
体
。
祠
に
は
御
真
言

が
記
さ
れ
、
賽
銭
箱
が
あ
り
、

花
が
供
え
て
あ
る
。
ホ
テ
ル

Ｎ
Ｃ
Ｂ
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
ホ
テ
ル
が
で
き
た
30

年
前
か
ら
祠
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
由
来

は
不
明
と
の
こ
と
。
数
日
後
あ
ら
た
め
て

見
に
来
る
と
、
新
し
い
花
が
供
え
て
あ
っ

た
。
誰
か
き
ち
ん
と
お
世
話
す
る
人
が
い

る
よ
う
だ
。

　

中
之
島
の
西
端
に
鎮
座
し
、
か
つ
西
向

き
。
こ
れ
は
波
除
地
蔵
か
、
と
古
地
図
ウ

ォ
ー
カ
ー
は
ひ
ら
め
い
た
。
島
の
イ
メ
ー

ジ
と
、
す
ぐ
西
に
川
口
を
望
む
地
形
か
ら

の
連
想
で
あ

る
。
実
際
、

中
之
島
は
江

戸
時
代
か
ら

た
び
た
び
洪

水
で
被
災
し

て
い
る
。
近

代
以
後
も
、

た
と
え
ば
明

治
18
年
（
１

８
８
５
）
の

「
大
阪
府
下

洪
水
澱
川
沿
岸
被
害
細
図
」
に
見
る
と
お

り
、
中
之
島
を
は
じ
め
西
船
場
、
天
満
の

一
帯
が
浸
水
し
た
。

　

い
や
、
も
し
か
し
た
ら
火
除
地
蔵
か
も

し
れ
な
い
。
明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
の

北
の
大
火
で
は
、
中
之
島
に
も
大
き
な
被

害
が
あ
っ
た
。
い
や
い
や
、
ひ
ょ
っ
と
し

中
之
島
は
な
ぜ
、

中
之
島
な
の
か
?

1
謎
の
石
地
蔵
、

な
ぜ
西
を
向
く
？

ほ
か
に
も
こ
ん
な
、

中
之
島
の「
？
」。

中
継
点
で
あ
り

中
心
で
も
あ
る
。

「冷泉・円融・花山 右三帝之御宇 難波古絵図」（制作年不明／大阪市立中央図書館蔵）

浸水地域を青色で示した「大阪府下洪水澱川沿岸被害細図」（明治18年発行／大阪市立中央図書館蔵）

古
地
図
ウ
ォ
ー
カ
ー
、

中
之
島
を
行
く
。

K
ochizu W

alk.1

島
民
の
本
拠
地
に
し
て
、数
あ
る
大
阪
の「
島
」の
中
の「
島
」。

中
之
島
の「
?
」、古
地
図
で
解
い
て
み
せ
よ
う
ぞ
。
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平
成
の
大
阪
市
街
地
図
の
町
名
一
覧
で
、

島
の
つ
く
町
名
を
数
え
る
と
28
。
お
よ
そ
20

町
に
１
町
が
名
前
に
島
の
字
を
持
つ
。
分
布

を
み
れ
ば
、
西
淀
川
区
が
最
多
で
８
町
。
以

下
、
此
花
区
に
４
町
、
北
区
・
中
央
区
・
大

正
区
・
東
淀
川
区
・
淀
川
区
に
２
町
、
西
区
・

福
島
区
・
港
区
・
都
島
区
・
生
野
区
・
住
之

江
区
に
１
町
。
島
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
市
街
の

西
側
、
湾
岸
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
広
が
る
。

命
名
の
由
来
は
い
ろ
い
ろ
だ
が
、
多
い
の
は

そ
の
島
の
開
発
者
に
ち
な
ん
だ
名
前
だ
。
背

景
は
江
戸
時
代
に
盛
ん
に
な
っ
た
新
田
開
発

で
あ
る
。

　

中
之
島
は
今
で
こ
そ
市
街
の
中
枢
エ
リ
ア

だ
け
れ
ど
、
古
地
図
で
は
海
と
町
の
ち
ょ
う

ど
接
点
に
あ
る
。
そ
の
地
の
利
が
、
江
戸
時

代
に
諸
国
の
物
産
が
集
ま
る
蔵
屋
敷
群
を
生

ん
だ
。
中
之
島
は
川
中
に
あ
っ
て
、
海
と
町

を
中
継
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
商
都
の
繁
栄

の
中
心
に
も
な
っ
た
。
川
中
の
洲
で
中
継
地

で
中
心
で
あ
る
こ
と
す
べ
て
が
、
中
之
島
以

外
の
命
名
を
あ
り
え
な
く
し
て
い
る
。
そ
ん

な
場
所
は
、
や
は
り
こ
こ
し
か
な
い
。

　

明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
発
行
の
「
大
阪

区
分
細
見
図
」（
下
）
を
見
れ
ば
、
明
治
維

新
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
大
阪
の
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。
新
市
街
は
ま
だ
小
さ
く
、
中
之
島

が
占
め
る
面
積
は
と
て
も
大
き
い
。
し
か
し
、

蔵
屋
敷
は
廃
止
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
あ
と

の
空
白
の
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

中
之
島
の
新
時
代
は
始
ま
っ
た
。
は
た
し
て

島
の
運
命
や
、
い
か
に
？

た
ら
…
（
以
下
略
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地

蔵
の
祠
は
街
な
か
の
身
近
な
願
掛
け
ス
ポ

ッ
ト
。
高
層
ビ
ル
の
隣
で
古
い
お
地
蔵
さ

ん
が
、
日
々
の
息
災
を
守
っ
て
く
れ
て
い

る
の
だ
と
し
た
ら
、
い
い
話
で
は
な
い
か
。

　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
前
を
歩
い

て
、
知
ら
な
い
碑
を
見
つ
け
た
。「
明
治
天

皇
聖
躅
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
聖
躅
と
は
、

天
皇
の
事
蹟
が
残
さ
れ
た
跡
の
意
。
ホ
テ

ル
に
由
来
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
明
治
10
年

（
１
８
７
７
）、
明
治
天
皇
が
製
紙
場
と
砂

糖
製
造
場
を
巡
覧
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て

の
碑
と
の
資
料
を
い
た
だ
い
た
。
近
接
し

て
い
た
熊
本
藩
の
蔵
屋
敷
跡
で
、
近
代
製

紙
業
の
草
分
け
と
な
る
会
社
が
生
ま
れ
た

と
も
い
う
。
資
料
の
写
真
の
碑
は
、
側
面

に
「
大
阪
紙
砂
糖
製
造
所
跡
」
の
文
字
が

あ
っ
た
。
歩
い

た
時
は
見
逃
し

て
い
た
。
古
地

図
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
時
々
、
ど
じ
を
踏
む
。

　

歴
史
を
ひ
も
と
け
ば
、
明
治
元
年
（
１

８
６
８
）
の
大
阪
行
幸
の
時
に
は
明
治
天

皇
の
命
で
、
中
之
島
に
豊
臣
秀
吉
を
祀
る

豊
国
神
社
が
建
て
ら
れ
た
。
明
治
31
年
（
１

９
９
８
）
に
も
明
治
天
皇
は
大
阪
入
り
し

て
陸
軍
の
大
演
習
を
親
閲
し
、
か
つ
て
中

之
島
に
あ
っ
た
大
阪
ホ
テ
ル
の
草
野
錦
が

天
皇
の
御
膳
部
用
命
（
御
食
事
係
）
を
拝

し
た
。
当
地
は
な
に
か
と
明
治
天
皇
と
縁

が
あ
る
。

　

碑
の
横
面
に
、「
大
正
14
年
５
月
10
日
建

立
」
と
彫
ら
れ
て
い
た
。
同
年
の
４
月
、

大
阪
は
人
口
と
面
積
で
日
本
一
の
「
大
大

阪
」
に
な
っ
た
。
大
阪
じ
ゅ
う
が
祝
賀
に

湧
き
、
中
之
島
で
も
明
治
天
皇
に
ま
つ
わ

る
晴
れ
が
ま
し
い
記
憶
を
思
い
出
し
た

人
々
が
い
て
、
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。
昭
和
に
な
る
と
明
治
天
皇
の
聖
跡
が

各
地
で
賞
揚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
碑

は
、
そ
の
先
駆
け
だ
っ
た
。

2
明
治
維
新
、

そ
の
時
中
之
島
は
？

◎
古
地
図
ウ
ォ
ー
カ
ー
こ
と

本
渡 

章
さ
ん

作
家
。大
阪
の
古
地
図
を
テ
ー
マ
に
し
た
著
書
が
多
く
、今
や
古
地
図

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
に
も
登
場
。ナ
カ
ノ

シ
マ
大
学
で
の
連
続
講
座
を
ま
と
め
た
、『
大
阪
古
地
図
パ
ラ
ダ
イ
ス
』

（
1
4
0
Ｂ
刊
）が
発
売
に
な
っ
た
ば
か
り
。

「大阪区分細見図」（明治９年発行／大阪市立中央図書館蔵）　　
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江
戸
時
代
の
中
之
島
は
、
ご
存
じ
の
と
お

り
蔵
屋
敷
が
並
び
建
っ
て
い
た
。
周
辺
の
堂

島
、
土
佐
堀
、
江
戸
堀
、
京
町
堀
に
も
あ
り
、

上
町
や
天
満
な
ど
各
所
に
も
あ
っ
た
が
、
数

の
上
で
は
中
之
島

が
い
ち
ば
ん
。
宝

暦
年
間
に
発
行
の

「
摂
州
大
坂
画
図
」

（
下
）
に
は
、
諸

藩
蔵
屋
敷
の
一
覧

表
が
載
っ
て
い
て
、
い
・
ろ
・
は
の
記
号
を

地
図
で
探
す
と
場
所
が
わ
か
る
。
ご
覧
の
と

お
り
、
中
之
島
は
東
端
（
い
）
の
備
中
成
羽

藩
５
０
０
０
石
か
ら
、
西
端
（
こ
）
の
豊
前

「摂州大坂画図」（宝暦年間発行／大阪教育大学附属図書館蔵）

江
戸
時
代
式
、

 

蔵
屋
敷
マ
ッ
ピ
ン
グ
。

古
地
図
と
名
所
絵
で
覗
く

中
之
島
の
江
戸
時
代
。

K
ochizu W

alk.2
古
地
図
に
は
、今
は
無
い
も
の
が
載
っ
て
い
る
。

あ
る
は
ず
の
も
の
が
、無
か
っ
た
り
も
す
る
。

そ
こ
が
い
い
と
古
地
図
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
言
う
。

古
地
図
を
手
に
す
る
と
、

知
っ
て
い
る
場
所
が
知
ら
な
い
風
景
に
な
る
。

つ
ま
り
、新
鮮
。歩
く
た
び
に
、わ
く
わ
く
す
る
の
だ
。

4
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ブルームーンはつるバラ。そ
の名のとおり、月の青さにひ
かれて伸びていくのか。

　

明
暦
３
年
（
１
６
５
７
）
発
行
の
「
新

板
大
坂
之
図
」（
左
）
は
、
最
も
初
期
の
大

阪
の
町
絵
図
で
あ
る
。
町
絵
図
は
現
代
の

市
街
図
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
図
は

市
街
と
し
て
の
大
阪
の
よ
う
す
が
わ
か
る

最
も
古
い
地
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
新
板
大
坂
之
図
」
の
中
之
島
に
目
を
と

め
る
と
、
蔵
屋
敷
は
す
で
に
あ
る
。
数
え

る
と
28
箇
所
。
ま
わ
り
を
見
渡
す
と
、
土

佐
堀
、
江
戸
堀
に
い
く
ら
か
見
え
る
く
ら

い
で
、
中
之
島
の
集
積
度
は
圧
倒
的
だ
。

つ
ま
り
、
江
戸
時
代
の
大
阪
の
蔵
屋
敷
は
、

ま
ず
中
之
島
に
続
々
と
建
ち
並
び
、
密
度

が
高
く
な
る
と
、
周
辺
に
も
分
散
し
て
い

く
よ
う
に
な
っ
た
。
や
は
り
、
中
之
島
は

地
の
利
に
恵
ま
れ
た
特
別
な
島
だ
っ
た
と
、

こ
こ
で
も
納
得
。

　

図
で
見
る
中
之
島
は
、
整
然
と
区
割
り

さ
れ
、
島
の
か
た
ち
も
す
ら
り
と
美
し
い
。

上
町
や
船
場
と
同
様
の
描
き
方
で
あ
る
。

対
し
て
、
北
側
（
拡
大
図
左
側
）
の
堂
島
は

ま
だ
ま
だ
未
開
発
で
、
蔵
屋
敷
と
橋
が
ひ

と
つ
ず
つ
あ
る
ほ
か
は
、
集
落
の
絵
が
描

か
れ
て
い
る
だ
け
。
島
も
な
に
や
ら
不
定

形
で
あ
る
。
島
の
か
た
ち
に
ま
で
差
を
つ

け
る
と
こ
ろ
が
、
い
か
に
も
古
地
図
ら
し

い
と
古
地
図
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
愉
快
に
思
う
。

蔵
屋
敷
は

中
之
島
か
ら
？

小
倉
藩
15
万
石
ま
で
、
ず
ら
り
と
並
ぶ
蔵
屋

敷
の
密
集
地
で
あ
る
。

　

市
立
科
学
館
の
あ
た
り
は
広
島
藩
、
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
は
高
松
藩
、
関
電
ビ
ル

は
福
岡
藩
、
ダ
イ
ビ
ル
は
鳥
取
藩
、
朝
日
新

聞
ビ
ル
は
宇
和
島
藩
の
蔵
屋
敷
な
ど
と
現
在

の
建
物
と
対
照
し
つ
つ
歩
く
う
ち
、
江
戸
時

代
が
向
こ
う
か
ら
、
ほ
こ
ほ
こ
と
歩
い
て
き

て
く
れ
る
気
が
す
る
。
古
地
図
ウ
ォ
ー
カ
ー

は
時
々
、
妙
な
こ
と
を
考
え
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
地
図

が
作
ら
れ
た
の
か
？　

蔵
屋
敷
は
表
札
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
な
ま
こ
壁

と
呼
ば
れ
る
外
観
は
ど
の
屋
敷
も
同
様
で
、

見
分
け
が
大
変
つ
き
に
く
い
。
出
入
り
の
商

人
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
地
図
は
必
携
だ
っ

た
。
蔵
屋
敷
の
管
理
を
請
け
負
う
商
人
た
ち

が
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

蔵
屋
敷
に
は
、
ほ
か
に
も
多
く
の
町
人
た
ち

が
や
っ
て
来
た
。
い
っ
た
い
、
何
を
し
に
来

た
の
だ
ろ
う
。

　

蔵
屋
敷
に
は
各
藩
の
地
元
の
神
仏
が
勧
請

さ
れ
た
。
例
え
ば
、
先
述
の
讃
岐
高
松
藩
の

蔵
屋
敷
に
は
金
毘
羅
神
社
が
あ
り
、
毎
月
10

日
の
縁
日
に
は
、
町
人
た
ち
も
参
詣
し
て
賑

わ
っ
た
。『
浪
華
の
賑
ひ
』
に
よ
れ
ば
、
1

年
間
の
賽
銭
が
お
よ
そ
四
千
貫
文
（
約
１
億

円
）
で
、
こ
れ
が
し
っ
か
り
高
松
藩
の
収
入

に
な
っ
た
。
他
の
蔵
屋
敷
で
も
縁
日
が
流
行

し
、
夏
は
特
に
盛
大
で
芝
居
や
俄

に
わ
かも

出
た
。

　
『
摂
津
名
所
図
会
』
に
天
神
祭
を
描
い
た

絵
が
あ
る
（
上
）。
中
之
島
の
蔵
屋
敷
に
提

灯
が
ず
ら
り
と
灯
さ
れ
、
船
渡
御
の
盛
り
上

が
り
を
町
人
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
だ
。
武
家
と
町
人
の
社
会
は
、
切
り
離

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
ん
な
か
た

ち
で
交
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

今
、
中
之
島
を
歩
く
と
、
か
つ
て
の
蔵
屋

敷
群
の
ス
ケ
ー
ル
が
わ
か
る
。
島
の
東
西
を

風
景
な
ど
眺
め
な
が
ら
ぶ
ら
ぶ
ら
行
く
と
、

気
が
つ
け
ば
２
時
間
近
く
が
過
ぎ
て
い
た
。

絵
は
島
の
東
端
の
風
景
だ
が
、
今
そ
の
あ
た

り
は
バ
ラ
園
だ
。
古
地
図
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
ふ

と
、
青
い
バ
ラ
が
咲
く
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
を
小こ

径み
ち

に
見
つ
け
た
。
品
種
の
改
良
技
術
が
生
ん

だ
珍
種
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
夢
の
あ
と
、

現
代
の
園
芸
家
た
ち
の
夢
が
花
ひ
ら
く
。

現在の中之島の地図と並べて見比べながら歩きたい。
ここは諸国の富が集まったお宝島だったのだ。

藩主の名前の上に見えるのは家紋。国名と石高も記さ
れ、大名ミニ辞典の趣がある。

『摂津名所図会』より天神祭の夜の中之島蔵屋敷（大阪市立中央図書館蔵）

「新板大坂之図」（明暦３年発行／大阪市立中央図書館蔵）

諸
国
の
神
さ
ん
、 

蔵
屋
敷
で
ウ
ェ
ル
カ
ム
。
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雨
降
り
の
日
、
古
地
図
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
部

屋
で
古
地
図
を
眺
め
て
い
る
。
７
月
某
日
、

昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）
発
行
の
「
最
新
大

大
阪
市
街
地
図
」（
右
）
を
な
に
げ
な
く
開

い
た
ら
、
中
之
島
は
大
大
阪
の
最
後
の
夢
の

中
だ
っ
た
。
２
年
後
に
太
平
洋
戦
争
が
は
じ

ま
る
の
を
、
地
図
の
作
成
者
は
知
ら
な
か
っ

た
が
、
地
図
は
戦
前
の
繁
栄
と
栄
光
を
記
録

し
て
今
に
残
っ
た
。

　

現
在
は
な
い
も
の
が
そ
こ
に
あ
る
の
に
、

ま
ず
目
が
と
ま
る
。「
豊
国
神
社
」
の
創
建

の
由
来
は
先
述
の
と
お
り
（
P
3
）。
当
時

は
海
外
進
出
の
先
駆
け
と
し
て
英
雄
視
さ
れ

た
秀
吉
の
像
が
境
内
に
あ
っ
た
が
、
哀
し
い

か
な
、
戦
中
に
資
材
と
し
て
供
出
さ
れ
た
。

戦
後
、
神
社
は
大
阪
城
に
移
転
し
、
新
し
い

「最新大大阪市街地図（昭和14年発行／大阪市立中央図書館蔵）

か
つ
て
、「
そ
こ
」に

 

「
そ
れ
」が
あ
っ
た
。

古
地
図
の
中
之
島
に
、

最
後
の
大
大
阪
を
見
た
。

K
ochizu W

alk.3

古
地
図
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、古
地
図
が
1
枚
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
空
想
の
散
歩
が
で
き
る
。

試
み
に
、昭
和
初
期
の
地
図
の
中
の
中
之
島
を
そ
ぞ
ろ
歩
け
ば
…
。

6
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秀
吉
の
像
が
建
っ
て
い
る
。

　
「
新
大
阪
ホ
テ
ル
」
は
昭
和
10
年
（
１
９

３
５
）
に
建
て
ら
れ
た
。「
連
日
国
際
的
名

士
を
迎
え
て
大
阪
の
第
一
流
ホ
テ
ル
と
し
て

そ
の
名
を
誇
っ
て
い
る
」
と
、『
大
阪
歴
史

散
歩
』（
昭
和
34
年
刊
・
宮
本
又
次
編
）
に

記
さ
れ
た
名
所
で
あ
る
。
戦
後
、
老
朽
化
し

て
新
し
く
建
て
ら
れ
た
の
が
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
だ
。

　
「
江
商
ビ
ル
」
は
、明
治
38
年
（
１
９
０
５
）

に
創
業
し
、
大
阪
の
繊
維
取
引
を
リ
ー
ド
し

た
江
商
（
の
ち
の
兼
松
江
商
）
の
ビ
ル
。
近

代
紡
績
業
の
隆
盛
と
と
も
に
、
時
代
を
代
表

す
る
企
業
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

　
「
大
阪
帝
大
」
は
、
明
治
初
め
に
で
き
た

大
阪
病
院
に
付
属
の
医
学
校
が
発
展
し
て
、

大
阪
大
学
医
学
部
と
な
っ
た
も
の
。
か
つ
て

は
広
島
藩
の
蔵
屋
敷
が
あ
り
、
厳
島
明
神
が

祀
ら
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
大
阪
大
学
は

移
転
し
、
現
在
は
大
阪
市
立
科
学
館
が
建
っ

て
い
る
。

　
「
大
阪
実
業
」
の
文
字
が
見
え
る
。
大
阪

実
業
高
校
が
あ
っ
た
場
所
に
、
今
は
碑
が
建

つ
。
か
つ
て
中
之
島
に
は
大
学
や
高
校
が
あ

り
、
若
い
島
民
た
ち
が
よ
く
学
び
、
よ
く
遊

ん
で
い
た
の
だ
。

　

そ
の
ほ
か
、
中
央
郵
便
局
、
税
務
監
督
局
、

航
空
局
駐
在
、
逓

て
い
し
ん
き
ょ
く

信
局
（
日
本
郵
政
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
前
身
）、
大
倉
倉
庫
な
ど
、
今
は
な
い

も
の
が
載
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
中
之
島
の

風
景
は
今
と
は
ち
が
う
彩
り
に
あ
ふ
れ
て
い

た
。
古
地
図
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、
晴
れ
の
日
の

大
大
阪
の
空
の
色
を
想
像
す
る
。

　
「（
大
阪
市
）
公
会
堂
」「（
府
立
）
図
書
館
」

「
日
本
銀
行
（
大
阪
支
店
）」
な
ど
、
今
と
ち

ょ
っ
と
ず
つ
表
記
が
ち
が
う
が
、
い
ず
れ
も

平
成
の
地
図
に
も
あ
る
。
知
っ
て
い
る
場
所

を
見
つ
け
る
と
、
な
ん
だ
か
ほ
っ
と
す
る
け

れ
ど
、
古
地
図
は
知
っ
て
い
る
場
所
の
知
ら

な
い
顔
を
見
せ
た
り
も
す
る
。

　

た
と
え
ば
、「
中
ノ
島
」
と
書
い
て
赤
い

丸
印
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
そ
こ
が
名
所
と

い
う
意
味
だ
。
こ
の
場
合
は
島
全
体
で
は
な

く
、
中
之
島
公
園
を
さ
し
て
い
る
。
明
治
24

年
（
１
８
９
１
）
誕
生
の
大
阪
最
初
の
公
園

は
、
当
時
屈
指
の
大
阪
名
所
で
あ
っ
た
。
単

に
中
之
島
と
い
え
ば
、
公
園
を
さ
し
た
の
だ
。

そ
れ
に
な
ん
と
、「
市
役
所
」
に
も
名
所
の

赤
丸
が
。
市
役
所
の
建
物
は
、
風
格
の
あ
る

近
代
復
興
式
。
建
築
コ
ン
ペ
で
選
ば
れ
た
淀

屋
橋
と
大
江
橋
も
完
成
し
て
い
た
。
市
役
所

前
は
、
当
時
の
大
阪
の
顔
に
な
る
風
景
と
し

て
生
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
「
大
阪
ビ
ル
」
も

赤
丸
印
が
つ
い
て
い

る
。
大
正
時
代
に
建

て
ら
れ
、
ダ
イ
ビ
ル

と
呼
ば
れ
て
親
し
ま

れ
た
。「
大
阪
第
一

の
ビ
ル
」
と
い
わ
れ
、「
赤
茶
色
の
旧
館
と

白
い
新
館
が
く
っ
き
り
際
立
っ
て
、
美
し
い

色
彩
感
情
を
織
り
出
し
て
い
る
」
と
昭
和
34

年
刊
の
『
大
阪
歴
史
散
歩
』
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
現
在
の
新
装
ダ
イ
ビ
ル
も
、
中
之
島

の
景
観
に
溶
け
込
み
つ
つ
あ
る
。
古
地
図
ウ

ォ
ー
カ
ー
の
頭
の
中
で
も
、
新
旧
の
中
之
島

の
風
景
が
二
重
映
し
に
交
差
し
て
い
く
。

赤丸付きの地名は当時の名所。中之島には５つの名所
が集まっていて、市中屈指の遊覧コースだった。

豊国神社の鳥居の前に人力車が停まっている。空には電線が…。

大正10年（1921）、完成した新市庁舎。この時、「大阪市歌」も誕生した。

中之島のイメージにいっそう華を添えた新大阪ホテルもこの頃お目見え。

戦
前
も
あ
り
、 

今
も
あ
る
も
の
。

提供／絵葉書資料館
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◎シマに鉄道が走った。

　
「
最
新
大
大
阪
市
街
地
図
」
の
中
之
島
周

辺
に
目
を
や
る
。
対
岸
の
北
船
場
に
、「
淀

屋
小
路
」
と
「
浮
世
小
路
」
と
あ
る
の
を
見

つ
け
た
。
ど
ち
ら
も
江
戸
時
代
か
ら
あ
る
呼

び
名
だ
。

　
「
淀
屋
小
路
」に
つ
い
て
は
、宮
本
又
次『
船

場
』
に
、
豪
商
の
淀
屋
の
大
邸
宅
の
中
に
あ

っ
た
小
路
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
と

書
か
れ
て
い
る
。

「
浮
世
小
路
」
は

西
鶴
の
『
好
色
一

代
男
』
に
も
登
場

す
る
。
問
屋
が
商

用
の
客
の
接
待
の

た
め
に
、
着
飾
っ

た
女
た
ち
を
こ
の
界
隈
に
住
ま
わ
せ
て
い
た

と
い
う
。
昭
和
の
こ
の
頃
に
は
、
勤
め
人
の

住
宅
地
に
な
っ
て
い
て
、
風
情
も
変
わ
っ
て

い
た
ら
し
い
。
た
だ
、
地
名
が
生
き
て
い
た

と
い
う
こ
と
は
、
か
つ
て
の
記
憶
も
ま
だ
ま

だ
語
り
継
が
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
戦
争
が
起

こ
る
前
、
街
は
江
戸
時
代
と
地
続
き
で
あ
っ

た
の
だ
。

　

地
図
の
中
で
歩
い
て
も
、
実
際
に
街
を
歩

い
て
も
、
そ
の
た
び
に
気
に
な
る
場
所
と
い

う
の
が
あ
っ
て
、
中
之
島
の
場
合
は
ウ
ェ
ス

ト
・
エ
ッ
ジ
の
風
景
な
の
だ
っ
た
。「
最
新

大
大
阪
市
街
地
図
」
で
も
平
成
の
市
街
図
で

も
、
そ
こ
は
島
の
西
端
が
対
岸
の
福
島
、
川

口
、
江
之
子
島
と
鼻
先
で
向
か
い
合
い
、
い

く
つ
も
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。

　

島
の
端
に
建
て
ら
れ
た
の
で
端は

た
て
く
ら
ば
し

建
蔵
橋
と

名
づ
け
ら
れ
た
橋
か
ら
眺
め
る
風
景
が
好
き

だ
。
橋
と
川
が
折
り
重
な
っ
て
、
見
る
角
度

で
全
然
ち
が
う
眺
め
に
な
る
。
ど
の
橋
を
渡

る
か
で
、
個
性
の
ち
が
う
街
に
出
る
。
気
ま

ま
歩
き
に
ぴ
っ
た
り
だ
。

　

地
図
を
見
な
が
ら
実
際
の
風
景
を
想
い
、

現
地
を
歩
き
な
が
ら
地
図
の
中
の
イ
メ
ー
ジ

を
追
う
。
部
屋
に
い
て
も
街
に
い
て
も
、
古

地
図
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
遊
び
の
種
に
こ
と
か
か

な
い
。
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
ペ
ー
ジ
は
も
う

お
し
ま
い
。
続
き
は
、
ま
た
ど
こ
か
で
。

時
空
に
遊
ぶ
小
路
と
橋
。

K
ochizu W

alk.4
歩
い
た
記
憶
と
地
図
か
ら
の
想
像
に
、ほ
ん
と
は
境
目
な
ん
て
な
い
。

そ
う
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、古
地
図
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
も
う
少
し
遊
ん
で
み
る
気
に
な
っ
た
。

江
戸
時
代
の

小
路
が
生
き
て
い
た
。

ウ
ェ
ス
ト
・
エ
ッ
ジ
に

架
か
る
橋
。

大阪市役所から淀屋橋を渡ってもう少し行くと、淀屋小路。さらに行
くと浮世小路へタイムスリップ。

島の端に架かる橋をすべて一筆書きで渡るには、どう歩けばいいだろ
うか？　古地図は時に悩ましいパズルである。

現在の中之島西端。島から島へ、橋から橋へ。高速道路も橋の仲間に見
えてくる（ホテルNCBより撮影）。

『月刊島民』5周年記念企画

島の上にも5年。
あれは京阪中之島線が開業する直前でした。「中之島発の月刊メディア、ですか?」
「昔も今も大阪の中心地だし、ネタはてんこ盛りにあります」「では8カ月ぐらいの期間限定で…」
とか言いつつ早や5年（!）。ひとえに、島民読者のおかげでございます。
絵／綱本武雄
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2009

2008
Vol.6（1月）

その時、
中之島が動いた。

Vol.11（6月）

「もっと」
橋の話をしよう!

Vol.16（11月）

市
マルシェ

場で
逢いましょう。

Vol.8（3月）

イッツ・ア・中之島
デザイン

Vol.13（8月）

なかのしま
カンタービレ!

Vol.7（2月）

書を持って
島へ出よ！

Vol.12（7月）

学園天国
Vol.17（12月）

もっと人生に
中央公会堂を。

Vol.10（5月）

シマに花を
咲かせましょう。

Vol.15（10月）

シマは
絵になる!

Vol.9（4月）

中之島へ、
いらっしゃ～い!

Vol.14（9月）

ダイビル・
マニア!

Vol.5（12月）

ザ・中之島
ブルース。

Vol.1（8月）

出た!  ワシらの島が
動き出す。

Vol.3（10月）

いつの間にか、
駅前だらけ。

Vol.2（9月）

可愛くするな、
シブくいけ!

Vol.4（11月）

島の水辺は
年中アツい。

◎マルシェも大学も出来た。

◎シマに鉄道が走った。

『月刊島民』5周年記念企画

島の上にも5年。
あれは京阪中之島線が開業する直前でした。「中之島発の月刊メディア、ですか?」
「昔も今も大阪の中心地だし、ネタはてんこ盛りにあります」「では8カ月ぐらいの期間限定で…」
とか言いつつ早や5年（!）。ひとえに、島民読者のおかげでございます。
絵／綱本武雄

10月１日、中央公会堂にてナカノシマ大学キッ
クオフセミナー「21世紀は街場で学べ」開催。
内田樹先生は翌日のブログで「21世紀の懐
徳堂プロジェクトの本旨もまた『自腹を切って
教育の場を作り出す』ということでなければなら
ないと私は思う」と執筆。次頁では本を紹介。

10月19日、京阪中
之島線開業。なに
わ橋、大江橋、渡辺
橋、中之島の４駅が
生まれ、新しい「駅
前」文化が動き始め
る。写真は第３号、
新導入のスター車
両3000系。

ヘビロテ執筆陣の祝辞①

釈徹宗
（相愛大学教授）

　中之島は長さ３kmほど、幅は（広いところで
も）300mくらいでしょうか。ひたすらこのエリア
の話題を取り上げ続けて５年。驚異的です。恐
るべし。 印象に残っているのは、「中之島のマ
ンホールの蓋特集」（編集部注･先生そんな特
集ありました？）とか「中之島にある銅像にイン
タビュー」などのおかしな誌面ですね。その時は、

「あきらかにネタがなくなっとるな」と感じました。
しかし、その後もまったく行き詰まることなく、次
から次へと中之島を掘り起こし続ける『月刊島
民』。これからも愛読し続けます。

●第１号から「中之島辻説法～
ちょっと釈せんせに聞いてみよ
か」連載。ナカノシマ大学最多
登壇13回。『大阪の神さん仏さ
ん』の共著者。

2008 Topics

2009 Topics

久坂部羊さん
を取材

シャツ、
靴、万年筆…

中之島バラ園
大リニューアル

ぽむ企画&
大阪市道路部
橋梁担当が語る

こんなに大学
あったのですね

スーパー名建築
トリビュート特集

岩本栄之助
大リスペクト

大西ユカリさん
も登場

安藤忠雄
御大も語る

平松市長（当時）も
大江橋で登場

中谷ノボルの
水辺案内

突撃!
銅像インタビュー

旧ダイビルの
喫茶［大大阪］の

思い出

大フィル&
朝比奈隆

市役所南側で
大阪近郊農産物の
マルシェが定例開催

表紙はずっと
奈路道程

レンジャー前田氏と
お祖父さんの写真

9
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2010

Vol.18（1月）

中之島に
住んでみる?

Vol.27（10月）

すごいぞ!
懐徳堂

Vol.20（3月）

大阪万博
メモリーズ

Vol.29（12月）

中之島に
光を灯す人々。

Vol.19（2月）

落語を一席、
いかがでしょう。

Vol.28（11月）

中之島は
宝島だ!

Vol.22（5月）

味わえ!
ミュージアム

Vol.24（7月）

天神祭の
歩き方

Vol.21（4月）

大坂の
幕末

Vol.23（6月）

奈良から見た
大阪

Vol.25（8月）

水辺にて
カンパイ!

Vol.26（9月）

オール・ザッツ
京阪電車

Vol.52（11月）

祝開業!  
中之島フェスティバルタワー
へ行こう。

別冊（11月）

中之島フェスティバルタワー
開業記念特別号

◎ナカノシマ大学お江戸へ。 ◎シマから本が生まれた。

日本では5月28日に
発 売されたi P a d 。

「島民と同じサイズや
ん。考えることはみな
一緒やな」と本誌編
集発行人。25号から
は表紙に「iPadサイズ

（と、ほぼ同じ）」と謳
い、翌年からiPadで
誌面ダウンロードも。

2010 Topics

2009年10月1日の
ナカノシマ大学第１
回講座（前頁）をもと
にした『おせっかい教
育論 』（鷲田清一･
内田樹･釈徹宗･平
松邦夫／140B）が
９月下旬発売、３刷
15,000部。

　有料講座だけで55回、無料講座「海の
大阪」を加えると61回を数えるナカノシ
マ大学はユニークな会場も売りだ。受講
生も結構楽しみにしておられるようで、
東京編以外は第１回以来欠かさず参加し

ナカノシマ大学は「どこでもドア」!?
ている東大阪市の宮城仁さんは「ナカノ
シマ大学の会場イコール大阪の魅力ある
場所だと思います。江戸期の賢人が〝大
坂は面白い〟とズルズル長逗留したあの
感じそのまんまですね」と話す。

サントリーのブレンダー
によるウイスキー講座

（2010.12月／中央
電気倶楽部）

御舟かもめの船で初の
水上講座（2011.8月
／八軒家浜～堂島川）

天満橋＆北大江の楽
器工房を見学（2011.4
月／北大江地区一帯）

セリ見学の後は仕入れ
体験（2012.6月／大
阪市中央卸売市場）

ヘビロテ執筆陣の祝辞②

旭堂南海
（講談師）

　講談は固有名詞が命です。「昔あるところに
お爺さん…」とはならない。そんな処へ「中之島
の講談ネタを書かないか？」と誘われりゃ…そり
ゃもう「待ってました」となる。でも、そないにネタ
がある訳でも…と思う頃に「次も頼む」と言われ
ゃ…そりゃもう「待ってくれよ」となる…が、グッと
堪えて資料を漁る。近頃は他のネタの資料を
読んでいても、文中に「中之島」とありゃ…異
様に興奮するのだ。僕はこれを「中之島病」と
名付けている。

●第１号から連載「シマノネタ」
を執筆。2009年12月のナカノ
シマ大学には春野恵子さんと

「講談vs浪曲」で出演。

ヘビロテ執筆陣の祝辞③

ぽむ企画
（建築ライターユニット）

　橋に感心してばかりの連載でした。島民が５
年も読者を引っ張ってる秘密は、作る人らが毎
月毎月、まじめに何かに感心していることだと思
います。（たかぎ）　連載中は東京に住んでい
て、月に一度来阪しては中之島の橋のみを上
から下から眺めるという通いのストーカーに。

『島民』を東京で配ると「どこの島のフリーペー
パーなのか」と必ず聞かれました。（平塚）

●第１号から20号まで「橋の話
をしよう」（絵／綱本武雄）の連
載ほか、建築関係の特集で執
筆。2010年6月のナカノシマ大
学にも綱本氏と登壇。

ヘビロテ執筆陣の祝辞④

久坂部羊
（作家）

　貴誌には連載、読書会、トークショー等、一方
ならぬお世話になりました。私の初登場は、「阪
大医学部三部作。」と銘打って、山崎豊子氏、
手塚治虫氏と、私を同列に採り上げるという無
謀な企画で、当人ながらあきれさせられました。
これからもさらなる〝無謀〟を期待しております。

●第10号から「中之島ふらふら
青春記」を第50号まで連載。ナ
カノシマ大学には2009年、
2011年、2013年と3回登壇。

昭和の建築
大好き集団

「ビルマニアカフェ」
登場

遷都1300年を
記念して、

千田稔先生が登場

中之島にある
2つの国宝紹介

月刊島民
初の別冊

髙岡伸一連載
プレイバック

釈先生や
桂文鹿師匠も

あの日から
40年経ちました

髙島幸次先生
初登場!

ルノワール展が
大盛況でした

日本初ビアホールは
中之島にあった!

平野愛さんの
夜景写真教室も

奈路道程の
イラストが冴える

天神祭って
そうだったのか

特集

黒田一樹氏
創業100周年の
京阪を語る
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2012

2011Vol.32（3月）

中之島アースダイバー

Vol.30（1月）

写真と人の
物語。

Vol.37（8月）

いきなり始める
老松町。

Vol.39（10月）

特集
北新地

Vol.31（2月）

天満橋
サウンド

Vol.38（9月）

中之島から考える
大阪経済入門。

Vol.34（5月）

中之島
モダン美術倶楽部

Vol.41（12月）

中之島の
「現場」から。

Vol.36（7月）

中之島から
始まる旅。

Vol.33（4月）

ワールド
中之島サテライト

Vol.40（11月）

「天下の台所」を
見にゆく。

Vol.35（6月）

中之島
オンリーショップ

Vol.49（8月）

社史を
編む。

Vol.42（1月）

島民が語る
2012年。

Vol.47（6月）

大阪の「ウェストゲート」
を旅する。

Vol.52（11月）

祝開業!  
中之島フェスティバルタワー
へ行こう。

Vol.44（3月）

中之島
ホテル史

Vol.53（12月）

中之島
キネマ通り

Vol.43（2月）

ハカセの
系譜。

Vol.48（7月）

「旧町名」を
たどる。

別冊（11月）

中之島フェスティバルタワー
開業記念特別号

Vol.46（5月）

本を読む、
書店をめぐる。

Vol.51（10月）

昭和の、
あの日。

Vol.45（4月）

職人の仕事場を
訪ねる。

Vol.50（9月）

京阪電車を見よ!

◎ナカノシマ大学お江戸へ。

◎シンボルが帰ってきた。

２月８日、中沢新一･釈徹宗･平
松邦夫３氏の登壇でナカノシ
マ大学初の東京講座「アース
ダイバーで読み解く、東京･大
阪」を開催。会場の講談社本
社講堂は『あしたのジョー』で
力石徹の葬儀が営まれた場所。

ヘビロテ執筆陣の祝辞⑤

長友啓典
（K2代表）

　薄くて軽くてタダでもらえる雑誌やけど、濃厚
で深い「大冊子」やなぁと感心しとります。編集
部の空気感もおもしろい。皆それぞれ違うこと
やってるんやけど、どこか同じ所を向いている感
じがする。昔の平凡パンチの編集部みたいや
ね。名刺づくりの連載は楽しませてもろてます。
故郷の「あべの」も盛り上げような！

●第11号から中之島にまつわ
る名刺デザイン「ワタクシ、こうい
う者です」を連載。

ヘビロテ執筆陣の祝辞⑥

バッキー井上
（錦･高倉屋店主）

　島民かー。俺も連載をさせてもらってたんよ。
その中で行きがかりじょう最高のフレーズが出
たな。「黄昏の銀河京阪」と「塩と油の地団
駄」 やらたくさん出た。なのに長いことお呼び
がかからない。京阪電車好きな俺は泣ける。泣
いてたまるか中之島。人生の一部にこの島民
ありやな。さあ、どうなる。明日はどっちだ。

●日本初の酒場ライターとして
第10号から「また来てしもたわ、
あー中之島」を連載。

2011 Topics

釈徹宗･髙島幸次
両先生の連続講座

『大阪の神さん仏さ
ん』（140B）がつい
に書籍化。出版後も
黄金コンビによるナ
カノシマ大学が開催
された。

2012 Topics

「セルビア共和国
名誉総領事館」も

取材

アースダイバーの
中沢新一先生が
何と「北新地」に!

なつかしの
京阪特急回想記 月刊島民

初の別冊
髙岡伸一連載
プレイバック

三越、ボート、
阪大、市電、
そして大洪水

『黄金を抱いて翔べ』
の原作者･高村薫先生。
後日談で「あの雑誌
無料なんですか!?」

実は
楽器工房の
街だった

あの会社は
かつての蔵屋敷

橋爪節也先生
が名画を解説

graf
服部滋樹氏も
登場

中之島を
おもしろくする
面々がズラリと

大阪市立科学館
科学戦隊イレブン

初登場

中之島とホテルの
華麗な130年史

腕時計から
食パン、提灯まで

書店ガイドと
シマ本レビュー

江之子島には
府庁があった!

旧町名の復活を
というファン多し

島民企業の社史と
社史編集者座談会

ぽむ企画による
メガタワー建築学

日銀大阪支店
に潜入取材

画廊や古美術
だけじゃない

大阪市中央卸売市場
実況中継

ぽむ企画&
髙岡伸一の
競演

小林哲朗さんの
高速道路写真が
印象的

『遊牧夫婦』の
近藤雄生氏も
執筆
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2013
Vol.54（1月）

蔵屋敷の
「常識」。
Vol.55（2月）

歌ってください、
中之島で。
Vol.56（3月）

キャンパスが
あった頃。

Vol.58（5月）

グッドモーニング!
中之島

Vol.59（6月）

川の話と
生きものたち。
Vol.60（7月）

天神祭的
コミュニケーション。

Vol.57（4月）

マキメと学ぶ
近代建築

◎あのダイビルも復活!

2013年9月講座

※ご紹介した１号～60号のバックナンバーは一部売り切れ分を除いて、月刊島民編集部（140B）にて１冊100円で販売しております（月～金曜10:00～19:00）

　『月刊島民』の５年を振り返れば、走馬
灯のようにバックナンバーの表紙が頭を
巡るが、やはり自ら企画立案した特集が
とりわけ印象深い。
　中之島関連の本を渉猟し、みんなで読
み漁った第７号「書を持って島へ出よ！」

（久坂部羊さん取材が「ふらふら青春記」
につながった）。意外と知らない大祭のい
ろはを紹介した第24号「天神祭の歩き方」

（髙島幸次先生に全面監修いただいた）。隠
れた楽器工房を訪ね歩き、街と音楽の関
係を浮き彫りにした第31号「天満橋サウ
ンド」。夜明け前の中央卸売市場から、食
と商いの街の活況を伝えた第40号「『天下
の台所』を見にゆく」。ラジオ番組仕立て
でシマの演歌・歌謡曲史をたどった第55
号「歌ってください、中之島で」…。
　単なるビル街・働く街だと見られがち
な（私も最初そう思っていた）中之島に、
住む・学ぶ・描く・掘るといった視点、
あるいは、お宝・旅・歴史・科学のよう
なテーマを持ち込むことで話は縦横に広
がり、思わぬネタに行き当たり、人と人
がつながっていった。島民編集部員だっ

私たちは案外、中之島を知らない。
松本 創（本誌）

たからこそ出会えた人、調べたこと、歩
いた場所は枚挙に暇がない。

　私たちは自分が暮らす街のことを案外
知らない。いくつかの街の本やフリペに
関わってきた実感である。
　「ずっと住んでるからわかる。何もあら
へん」とか「コレとコレさえ押さえとけ
ばええ」という人ほど、「自分が知ってる
こと」しか知らない。そうして街の可能
性を狭めている。大阪を語るのに「阪神・
粉もん・お笑い」を挙げて事足れりとす
るのと同じ愚挙だと、私は思う。
　島民がスタートして半年余りの頃、「ナ
カノシマ新書」という教養シリーズの出
版企画を立てた。それが多くの方の尽力
により、ナカノシマ大学となった。アイ
デアと少しばかりの行動力と、あと「人」
が集まれば、こういうことも起こり得る。
　カネは…あるに越したことはないが、な
くても結構楽しめる。そういうスタンス
で、これからも続いていけばいいと思う。
街のことは、結局のところ、そこで暮ら
す人がやらねばしょうがないのだから。

２月に久坂部羊先生の連載を改題した『ブラッ
ク･ジャックは遠かった』が、６月には本渡章さん
の連続講座が『大阪古地図パラダイス』として
いずれも140Bから書籍に。これで月刊島民発
の本は４冊に。まだまだ出ますぞ！

ついに
「昭和歌謡」を
特集で

堂島川、
土佐堀川には
こんな魚が
棲んでいた!

ヘビロテ執筆陣の祝辞⑧

髙岡伸一（大阪市立大学
都市研究プラザ特任講師）

　気が付いたら島民の「建築担当」みたいに。
カツアゲされそうになっている小学生を助けてく
れた正義の味方が、実はグループの一味だっ
た的な編集部の組織プレーにやられて、泣きな
がら原稿を積み重ねてきましたが（笑）、専門誌
ではなくフリーマガジンに書かせてもらったこと
は、とても良い経験になっています。さすがにも
う中之島に建築ネタは落ちてない、ですよね？

●第２号で初登場。ナカノシマ大学にも３回登
壇。大阪府立江之子島文化芸術創造センタ
ーのプランニングディレクターも務める。

ヘビロテ執筆陣の祝辞⑨

山納洋
（大阪ガス）

　編集部のみなさんの「行けー!!」というノリに
引っ張られて末席を汚し続けて５年。有意義な
時間でしたが、そろそろ末席ではないポジション
に行かねばと自戒している今日この頃です。

●2009年からナカノシマ大学の司会。連続
講座「海の大阪」の講師も務める。

ヘビロテ執筆陣の祝辞⑩

髙島幸次
（大阪大学招聘教授）

　本誌バックナンバーの全冊を架蔵する知人
がいる。駅で取り損ねたときは、わざわざ編集部
に出向いて買ったと自慢する。そんなフリーペ
ーパーが他にあるだろうか、そんな読者が他に
いるだろうか。本誌も知人も、ちょっとオカシイ。
たかがフリペじゃないか、世間には読まねばなら
ない本が溢れているというのに。ところで、私が
初めてダイビルの140Bを訪ねたのは、そうそう、
第６号を取り損ねたときだった。

●大阪天満宮文化研究所員を兼ねる。第21
号「大坂の幕末」に初登場以来、執筆＆ナカノ
シマ大学講師の常連に。『大阪の神さん仏さ
ん』の共著者。

ヘビロテ執筆陣の祝辞⑦

若狭健作
（地域環境計画研究所）

　「プチ鉄ちゃん」として京阪中之島線新型車
両の撮影会に参加したり、ええ年こいたおっさ
ん４人で大阪証券取引所前の五代友厚（像）
の囲み取材をしたり、町内会の会合にお邪魔
して中之島で代々暮らす現住島民に囲まれて
取材したり、『月刊島民』をめぐる思い出はつき
ません。目指すは「島民栄誉賞」！

●本誌編集委員。まちづくりコンサルタントとし
て東奔西走の傍ら、雑誌ファンに人気の尼崎
のフリーマガジン『南部再生』を編集。

2013 Topics

朝の顔（声）
といえば、
道上洋三さん

特集と連動して
天神祭当日に
落語会&トークも

広島藩の蔵屋敷を
髙島先生が大解説

阪大医学部の街だった
中之島を、久坂部羊
仲野徹両先生が案内

万城目学×髙岡伸一
建築対談を全文掲載
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21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

本渡章さんによる
待望の新シリーズ開始。
古地図を片手に、
現代の街を訪ね歩く。

日時／2013年9月19日（木） 
7:00PM〜8:30PM頃（開場6:30PM〜）

会場／追手門学院 大阪城スクエア
受講料／2,500円
定員／120名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／大阪21世紀協会

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もし
くはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスに
ついては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してく
ださい。ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添え
下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学9月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

「古地図ウォーカー、大阪をゆく」第1回

　今月号の特集で中之島を歩いてくださ
った本渡章さんによる、新しいシリーズ
講座。今回からは、古地図を持って現代
の街を歩き、その見え方の違いを手がか
りに話を進めていくというもの。いわば
古地図を使った街歩きのコツを伝授する
実践編だ。
　第１回目で歩くのは、大阪の「島」。
大阪市内に島なんてあったっけ？　と思
う人もいるだろうが、月刊島民の中之島
をはじめ、「堂島」「福島」「島之内」「江
之子島」など、島の付く地名ばかり。今
ではまったく島という雰囲気は感じられ
ないが、古地図と比べてみるとぜんぜん
違う風景が浮かび上がってくる。
　もちろん今回も、名物の資料用の大判
地図を配付。時間や空間を自由自在に行
き来できるのが古地図ウォークの良いと
ころ。どうぞお楽しみに！

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎ 06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

今月の1枚
「最新大大阪市街地図」
　今月号の特集でもご紹介。昭和14年

（1939）に発行されたもので、当時の
名所が大きな赤丸で囲まれている。大
大阪と呼ばれた、活力に満ちた時代の
名残を垣間見ることができる。裏面に
も、びっしりと名所案内が記されている。

◎今月の授業

 【古地図】

2013年9月講座

 「古地図ウォーカー、
大阪をゆく」
第1回 大阪市内の「島」を旅する。
講師／本渡 章（作家）

古地図を見ながら
街を歩こう
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月
。
挨
拶
代
わ
り
の「
暑
い
で
す
ね
」

に
も
飽
き
、
お
盆
休
み
を
真
ん
中
に

挟
ん
で
、
な
ん
と
な
く
ゆ
る
ん
だ
空
気
の
大

阪
に
は
、
も
し
か
し
た
ら
盆
踊
り
の
あ
の
リ

ズ
ム
が
し
っ
く
り
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
言
う
の
も
、
中
之
島
を
含
め
、
盆
踊
り
を

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
立

て
続
け
に
行
わ
れ
る
か
ら
だ
。

　

月
刊
島
民
や
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で

も
お
な
じ
み
、
天
満
の
大
阪
ニ
ッ
ト

会
館
に
事
務
所
を
構
え
る
Ｂ
Ｍ
Ｃ

（
ビ
ル
マ
ニ
ア
カ
フ
ェ
）
が
手
が
け

る「
ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

は
今
年
で
４
回
目
。
昭
和
の
レ
ジ
ャ

ー
文
化
の
面
影
を
残
す
味
園
ビ
ル
の
元
キ
ャ

バ
レ
ー
「
ユ
ニ
バ
ー
ス
」
を
舞
台
に
、
一
夜

限
り
の
盆
踊
り
ナ
イ
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

か
つ
て
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
だ
っ
た
場
所
に
櫓

が
組
ま
れ
、
音
頭
を
と
る
の
は
河
内
家
菊
水

丸
さ
ん
。
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
濃
厚
企
画

だ
が
、
こ
こ
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｃ
な
ら
で
は
の
ビ
ル

へ
の
愛
が
こ
も
っ
て
い
る
。

　
「
も
と
も
と
は
味
園
ビ
ル
を
使
っ
て
何
か

や
り
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、

夏
だ
し
、『
盆
踊
り
が
い
い
ん
ち
ゃ
う
？
』
と
。

夜
の
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
と
若
い
人
た
ち
ば
か

り
集
ま
る
け
ど
、
盆
踊
り
な
ら
踊
り
の
上
手

い
大
人
の
人
た
ち
が
格
好
良
く
見
え
る
し
、

子
ど
も
た
ち
が
騒
い
で
も
大
丈
夫
。
そ
れ
に
、

実
際
に
ユ
ニ
バ
ー
ス
で
も
盆
踊
り
を
や
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
み
た
い
で
、
提
灯
と
か
、
昔

使
っ
て
い
た
も
の
を
活
用
で
き
る
ん
で
す
」

（
Ｂ
Ｍ
Ｃ
・
井
上
タ
ツ
子
さ
ん
）

　

何
か
別
の
も
の
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

盆
踊
り
が

 「
復
権
」し
つ
つ
あ
る
。

味
園
ビ
ル
の
魅
力
を
一
番
よ
く
伝
え
る
方
法

を
考
え
た
結
果
と
い
う
の
が
Ｂ
Ｍ
Ｃ
ら
し
い

と
こ
ろ
。
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
と
い
う

の
も
、
確
か
に
そ
の
通
り
だ
。

し
て
も
う
一
つ
、
今
年
初
め
て
行
わ

れ
る
「
中
之
島
な
つ
ま
つ
り
」。
こ

ち
ら
は
堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
櫓
風
の

ス
テ
ー
ジ
を
仕
立
て
て
、
盆
踊
り
＋
グ
ル
メ

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
河
内
家
菊
水
丸

さ
ん
に
加
え
て
、
演
歌
や
音
頭
と
ボ
サ
ノ
バ

を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
「
演
歌
ボ
サ
ノ
バ
」
な
る

独
自
の
ジ
ャ
ン
ル
を
突
き
進
む
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
、
カ
オ
リ
ー
ニ
ョ
藤
原
さ
ん
も
登
場
。

こ
れ
だ
け
の
メ
ン
バ
ー
を
揃
え
な
が
ら
入
場

無
料
と
は
、
な
ん
と
も
太
っ
腹
。
そ
し
て
会

場
に
は
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
や
中
之

島
及
び
周
辺
エ
リ
ア
の
飲
食
店
に
よ
る
グ
ル

メ
屋
台
も
多
数
出
店
、
グ
ル
メ
も
大
充
実
。

何
を
隠
そ
う
、
月
刊
島
民
も
特
製
ド
リ
ン
ク

「
ナ
カ
大
モ
ヒ
ー
ト
」
を
出
品
す
る
予
定
だ
。

ゆ
く
ゆ
く
は
屋
外
で
開
催
し
た
い
と
の
思
い

も
あ
る
よ
う
で
、
新
し
い
中
之
島
の
夏
の
風

物
詩
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

そ
う
言
え
ば
、
７
月
に
は
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン

ト
大
阪
で
も
盆
踊
り
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て

い
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
を

守
る
た
め
に
行
わ
れ
て
き
た
盆
踊
り
が
、
住

人
や
企
業
で
働
く
人
、
さ
ら
に
は
店
の
人
た

ち
の
接
点
と
し
て
見
直
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
浴
衣
に
混
じ
っ
て
、
仕
事
帰
り
の
ワ

イ
シ
ャ
ツ
姿
の
人
た
ち
が
集
ま
る
盆
踊
り
な

ん
て
、
中
之
島
ら
し
く
て
い
い
。

取
材・文
／
大
迫 
力（
本
誌
）

８

そ

トロピカルビルパラダイス2013 in 味園ユニバース
　昭和の「イケイケドンドン」感満載のレジャービル、味園ビルを遊び尽く
す。盆踊りの他にも、ちんどんパフォーマンスや二階堂和美さんの音楽ラ
イブ、屋台など盛りだくさん。味園ビル秘蔵のお宝資料の展示やビルの
館内見学ツアーもあり、あらゆる角度から味園という小宇宙を体験するこ
とができる。ツアーの予約はメール（tropical2013@s-takaoka.net）まで。
日時／8月10日（土）6:00PM〜11:00PM
入場料／2,000円（ワンドリンク付き）
詳細はhttp://bldg-mania.blogspot.jp/

中之島なつまつり 
in 堂島リバーフォーラム
　河内家菊水丸さんはこの日のために「河内音
頭・中之島物語」を用意、古典の名作「祐天吉松」
も披露するという力の入れよう。リーガロイヤルホテ
ルを中心としたグルメ要素も、期待度大。堂島リバ
ーフォーラムというスタイリッシュな会場ならではの、
他にはないユニークな盆踊り大会になるだろう。
日時／8月28日（水）　5:00PM〜9:00PM頃
入場料／無料　
※飲食チケットは2,000円（200円×10枚綴り）
詳細はhttp://osakaschedule.jp/

写真／西岡 潔
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北
新
地
の
極
上「
普
通
メ
シ
」。

第
四
回 

江 

弘
毅（
本
誌
編
集
発
行
人
）

　

北
新
地
・
堂
島
1
丁
目
、
御
堂
筋
側
と
い
う
場
所
柄
、

昼
は
大
手
商
社
や
広
告
代
理
店
な
ど
大
手
企
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
、
夕
方
か
ら
は
北
新
地
が
職
場
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

や
ク
ラ
ブ
や
ラ
ウ
ン
ジ
の
チ
ー
フ
や
ボ
ー
イ
、
そ
の
後
に

マ
マ
や
ホ
ス
テ
ス
が
や
っ
て
く
る
。
土
曜
は
が
ら
り
と
客

層
が
変
わ
り
、「
半
ド
ン
」
が
終
わ
っ
た
老
松
町
の
弁
護
士

た
ち
が
御
堂
筋
を
越
え
て
来
る
。
そ
ん

な
ピ
ー
ク
時
以
外
は
、
そ
う
い
う
生
業

を
卒
業
し
た
元
重
役
や
元
O
L
さ
ん
と

思
し
き
お
年
寄
り
の
客
層
が
、
ナ
イ
フ

＆
フ
ォ
ー
ク
を
手
に
し
て
い
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
北
新
地
の
店
に
し
て
は
、

一
人
で
も
ふ
ら
っ
と
入
り
や
す
い
雰
囲

気
が
あ
る
。
そ
う
そ
う
、
一
人
客
が
座

る
と
さ
っ
と
新
聞
が
置
か
れ
た
り
す
る
。

　

よ
そ
の
店
に
は
な
い
、
そ
の
独
特
の

手
触
り
は
長
い
歴
史
に
あ
る
。

　

昭
和
８
年
つ
ま
り
80
年
前
に
毎
日
新

聞
社
（
現
・
堂
島
ア
バ
ン
ザ
）
裏
で
オ
ー
プ
ン
。
当
初
は

コ
ロ
ッ
ケ
を
揚
げ
て
出
す
ハ
イ
カ
ラ
な
店
だ
っ
た
。
終
戦

後
す
ぐ
昭
和
20
年
11
月
に
現
在
の
場
所
に
移
転
、
北
新
地

は
こ
の
山
守
屋
を
含
め
そ
の
年
の
5
月
の
大
空
襲
で
全
焼

し
て
い
る
か
ら
、
い
ち
早
い
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
店
だ
っ
た

ろ
う
。
そ
し
て
同
36
年
に
改
装
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
い
る
。
北
新
地
の
洋
食
店
ら
し
い
モ
ダ
ン
な
歴
史
だ
。

　

現
在
の
ビ
ル
は
昭
和
60
年
に
建
て
替
え
た
も
の
。
１
階

が
こ
の
店
で
、
薄
い
木
板
を
何
層
に
も
重
ね
た
建
材
を
使

い
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
軽
快
で
微
妙
な
曲
線
を
描
き
、
バ
ー

ム
ク
ー
ヘ
ン
の
よ
う
な
断
面
を
見
せ
て
い
る
内
装
は
、
北

新
地
で
あ
っ
と
い
う
間
に
評
判
と
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

時
代
は
平
成
20
年
代
を
過
ぎ
て
、「
昭
和
な
洋
食
屋
さ
ん
」

と
い
う
見
方
が
こ
の
店
の
魅
力
な
ん
だ
ろ
う
が
、
ト
レ
ン

ド
軸
に
ス
タ
ン
ス
を
置
い
た
内
装
デ
ザ
イ
ン
（
今
な
ら
さ

し
ず
め
、
お
金
を
か
け
ず
に
ミ
ニ
マ
ム
で
シ
ン
プ
ル
に
、

こ
ん
な
オ
シ
ャ
レ
に
な
り
ま
し
た
）
に
は
な
い
静
か
な
凄

み
が
あ
る
。

　

さ
て
メ
ニ
ュ
ー
だ
が
、
人
気
の
ハ
ン
バ
ー
グ
は
牛
ミ
ン

チ
に
５
ミ
リ
角
に
調
製
し
た
牛
脂
を
混
ぜ
込
ん
で
い
る
の

で
、
焼
い
た
と
き
に
そ
の
脂
が
溶
け
て
肉
の
間
に
空
洞
が

で
き
、
口
当
た
り
と
旨
み
を
倍
増
さ
せ
て
い
る
。
ポ
ー
ク

カ
ツ
は
食
べ
る
と
一
発
で
わ
か
る
の
だ
が
、
ト
ン
カ
ツ
専

門
店
の
ト
ン
カ
ツ
と
は
ま
っ
た
く
一
線
を
画
す
も
の
で
、

手
間
暇
か
け
て
つ
く
ら
れ
る
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
と
辛
子

が
マ
ッ
チ
す
る
。
加
え
て
ラ
イ
ス
は
塩
が
マ
ッ
チ
す
る
。

　

北
新
地
が
ま
だ
ま
だ
北
新
地
な
と
こ
ろ
は
、
こ
う
い
う

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
洋
食
と
ラ
イ
ス
が
、
上
質
極
ま
り
な
い

料
理
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

ご
近
所
の
堂
島
浜
に
本
社
が
あ
る
サ
ン
ト
リ
ー
の
懐
か

し
い
「
な
に
も
引
か
な
い
、
な
に
も
足
さ
な
い
。」
の
山
崎

の
広
告
コ
ピ
ー
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
店
の
常
連
で

あ
っ
た
故
佐
治
敬
三
氏
が
会
長
だ
っ
た
と
き
の
コ
ピ
ー
だ
。

正
月
に
こ
の
店
の
洋
食
を
佐
治
氏
の
い
る
山
崎
工
場
ま
で

運
ん
だ
と
い
う
逸
話
は
、
な
る
ほ
ど
な
あ
、
な
ど
と
思
っ

た
り
す
る
。

→新潮社のＰＲ誌『波』で連載している「有次と庖丁」がいよいよ次回で最終回を迎える。
単行本の話も同時に進んでいて、連載時のものにかなり加筆する予定。

山守屋
　単品のハンバーグ、ミンチカツはともに650
円、ポークカツ750円。それにつけるライスは
150円。ハンバーグ・海老フライ・スープ・ライス
のセットメニューもありこちらは1,500円（写真）。
☎06-6341-2446　11:00AM〜2:00PM　
4:30PM〜8:00PM　日・祝休

写真／川隅知明

味
園
ビ
ル
の
魅
力
を
一
番
よ
く
伝
え
る
方
法

を
考
え
た
結
果
と
い
う
の
が
Ｂ
Ｍ
Ｃ
ら
し
い

と
こ
ろ
。
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
と
い
う

の
も
、
確
か
に
そ
の
通
り
だ
。

し
て
も
う
一
つ
、
今
年
初
め
て
行
わ

れ
る
「
中
之
島
な
つ
ま
つ
り
」。
こ

ち
ら
は
堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
櫓
風
の

ス
テ
ー
ジ
を
仕
立
て
て
、
盆
踊
り
＋
グ
ル
メ

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
河
内
家
菊
水
丸

に
加
え
て
、
演
歌
や
音
頭
と
ボ
サ
ノ
バ
を
ミ

ッ
ク
ス
し
た
「
演
歌
ボ
サ
ノ
バ
」
な
る
独
自

の
ジ
ャ
ン
ル
を
突
き
進
む
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、

カ
オ
リ
ー
ニ
ョ
藤
原
も
登
場
す
る
。
こ
れ
だ

け
の
メ
ン
バ
ー
を
揃
え
な
が
ら
入
場
無
料
と

は
、
な
ん
と
も
太
っ
腹
。
そ
し
て
会
場
に
は
、

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
や
中
之
島
及
び
周

辺
エ
リ
ア
の
飲
食
店
に
よ
る
グ
ル
メ
屋
台
も

多
数
出
店
、
グ
ル
メ
も
大
充
実
。
何
を
隠
そ

う
、
月
刊
島
民
も
特
製
ド
リ
ン
ク
「
ナ
カ
大

モ
ヒ
ー
ト
」
を
出
品
す
る
予
定
だ
。
ゆ
く
ゆ

く
は
屋
外
で
開
催
し
た
い
と
の
思
い
も
あ
る

よ
う
で
、
新
し
い
中
之
島
の
夏
の
風
物
詩
と

し
て
定
着
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

そ
う
言
え
ば
、
７
月
に
は
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン

ト
大
阪
で
も
盆
踊
り
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て

い
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
を

守
る
た
め
に
行
わ
れ
て
き
た
盆
踊
り
が
、
住

人
や
企
業
で
働
く
人
、
さ
ら
に
は
店
の
人
た

ち
の
接
点
と
し
て
見
直
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
浴
衣
に
混
じ
っ
て
、
仕
事
帰
り
の
ワ

イ
シ
ャ
ツ
姿
の
人
た
ち
が
集
ま
る
盆
踊
り
な

ん
て
、
中
之
島
ら
し
く
て
い
い
。

15
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ト
ウ
ミ
ン
月
報

と
な
が
ら
、
真
の
魅
力
は
制
作
背

景
に
潜
む
ミ
ス
テ
リ
ー
。
画
中
の

貴
婦
人
の
装
い
か
ら
１
５
０
０
年

頃
の
作
品
で
あ
り
作
者
も
推
定
さ

れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。「
五
感
」

と
い
う
テ
ー
マ
が
５
面
め
ま
で
に

読
み
解
か
れ
る
中
、
最
後
の
６
面

め
が
何
を
表
し
て
い
る
の
か
も
長

年
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
。
今
回

は
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
タ
ピ
ス
リ
ー
や
一
角
獣
モ
チ
ー

フ
の
作
品
を
合
わ
せ
て
展
示
し
、

謎
に
迫
っ
て
い
く
。
ぜ
ひ
考
察
し

て
み
て
は
い
か
が
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

大
川
を
見
下
ろ
す

シ
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
、

２
種
類
の
期
間
限
定

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
今

年
も
大
人
気
だ
。
ま

ず
、
京
阪
天
満
橋
駅

す
ぐ
の
立
地
な
が
ら

南
国
リ
ゾ
ー
ト
気
分

を
満
喫
で
き
る
と
好

評
な
の
が
［
オ
リ
エ

ン
タ
ル 

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ 

ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
］。
店
内
の

雰
囲
気
は
も
ち
ろ
ん
、
三

元
豚
を
じ
っ
く
り
焼
い
て

野
菜
と
一
緒
に
い
た
だ
く
サ

ム
ギ
ョ
プ
サ
ル
や
タ
イ
風
焼

き
そ
ば
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
カ
ク
テ
ル

な
ど
、
メ
ニ
ュ
ー
も
し
っ
か
り
こ

だ
わ
っ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
テ
イ
ス
ト

を
貫
い
て
い
る
。

　

一
方
、
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
と
し
て
名
を
連
ね
て
い

る
［
Ｏ
Ｌ
Ｉ
］
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

［
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
バ
ー
］
で
は
、
生

ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
に
合
わ
せ
て
、

出
来
立
て
の
ピ
ザ
な
ど
の
料
理
が

楽
し
め
る
イ
タ
リ
ア
ン
仕
様
。
期

間
限
定
に
ふ
さ
わ
し
く
、
お
得
な

飲
み
放
題
コ
ー
ス
も
。
空
に
一
番

近
い
場
所
か
ら
中
之
島
エ
リ
ア
の

夜
景
を
眺
め
る
の
は
格
別
だ
。
仕

事
帰
り
に
立
ち
寄
れ
る
気
軽
さ
か

ら
、
た
び
た
び
足
を
運
ん
で
し
ま

い
そ
う
。　
（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

２０１３年８月１日発行

　

国
立
国
際
美
術
館
で
は
、
フ
ラ

ン
ス
国
立
ク
リ
ュ
ニ
ー
中
世
美
術

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
中
。

目
玉
は
６
面
に
わ
た
る
大
作
『
貴

婦
人
と
一
角
獣
』
の
タ
ピ
ス
リ
ー

だ
。
タ
ピ
ス
リ
ー
と
は
フ
ラ
ン
ス

語
で
「
つ
づ
れ
織
り
」
と
呼
ば
れ
る

大
型
の
織
物
を
指
し
、
１４
世
紀
後

半
か
ら
１６
世
紀
の
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
盛
ん
に
制
作
さ
れ
て
い
た
。

　
『
貴
婦
人
と
一
角
獣
』
は
、
作
品

一
面
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
草
花
や

動
物
た
ち
の
描
写
技
術
も
然
る
こ

今
年
も
大
阪
水
上
バ
ス
の

夏
ク
ル
ー
ズ
登
場

今
年
も
大
阪
水
上
バ
ス
の

夏
ク
ル
ー
ズ
登
場

今
年
も
大
阪
水
上
バ
ス
の

夏
ク
ル
ー
ズ
登
場 京阪シティモール 期間限定ビアガーデン

オリエンタル ヴィレッジ ビアガーデン
期間／9月下旬頃まで　※荒天中止
時間／4:00PM～11:00PM（LOはフード10:00PM・ドリンク10:30PM）
メニュー／三元豚のサムギョプサルコース飲み放題付き一人3,900円など
問い合わせ・予約／☎06-4794-9227

ルーフトップバー OLI
期間／9月下旬まで　※雨天中止　時間／5:30PM～9:00PM（LO）
メニュー／飲み放題一人1,500円（120分／90分LO）、料理は400円〜
問い合わせ・予約／☎06-6940-2876

国立国際美術館『貴婦人と一角獣』展
期間／10月20日（日）まで
入館時間／10:00AM～5:00PM

（金曜は～7:00PM）
※入館は閉館の30分前まで
休館日／月曜日（8月12日を除く）
※祝日の場合は開館し、翌日火曜日閉館
入館料／大人1,500円・
大学生1,200円・高校生600円
問い合わせ／☎06-6447-4680

右／タピスリー《貴婦人と一角獣「我が唯一の望み」》 1500 年頃 羊毛、絹
©RMN-Grand Palais (musée de Cluny - musée national du Moyen-Âge) / Michel Urtado / distributed by AMF
左／《一角獣の形をした手洗い用水差し》 1400 年頃 ブロンズ(鋳造)、彫金　©RMN-Grand Palais / Gérard Blot / distributed by AMF-DNPartcom
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大阪水上バス 
グルメ･ミュージック船 ひまわり
ビアバイキングクルーズ
運航日／8月30日（金）まで　※月曜を除く平日  
出航時刻／ＯＡＰ港 6:40PM、八軒家浜
船着場7:00PM（各所要時間90分）
料金／大人6,300円

（ビュッフェ料理・飲み放題付）

夏休み・ファミリークルーズ 
◎大人2名につき、小学生以下の
子ども1名は無料（キッズプレート付き）
運航期間／8月31日（土）まで　※月曜運休
出航時刻／ＯＡＰ港 11:30AM

（所要時間80分）
料金／Ａプラン:大人4,725円　
Ｂプラン:大人6,300円

（Aプラン＋前菜付き）

※上記クルーズはどちらも
要予約（前日正午まで）
予約・問い合わせ／
ひまわり予約センター　
☎0570-07-5551

匠
を
復
元
。
実
際
に
使
わ
れ
て
い

た
レ
ン
ガ
を
再
利
用
し
て
使
い
、

誰
も
が
そ
の
美
し
さ
に
た
め
息
を

つ
い
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
も
、

改
装
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ

な
い
ほ
ど
見
事
に
再
現
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
は
ダ
イ
ビ
ル
社

の
創
立
９０
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
装
飾
品
や
調
度
品
か
ら
そ
の

歩
み
が
感
じ
ら
れ
る
「
ダ
イ
ビ
ル

サ
ロ
ン
〝
１
９
２
３
〟」
も
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　

１
階
か
ら
２
階
に
か
け
て
は
飲

食
店
が
多
数
出
店
し
て
お
り
、
こ

の
あ
た
り
の
詳
細
は
次
号
以
降
に

ご
紹
介
し
て
い
く
予
定
。
さ
ら
に

ビ
ル
の
西
側
に
は
「
中
之
島 

四
季

の
丘
」
と
い
う
緑
あ
ふ
れ
る
空
間

も
新
た
に
つ
く
ら
れ
る
な
ど
、
注

目
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
多
い
。
島

民
と
し
て
は
、
大
阪
一
と
も
言
わ

れ
た
名
ビ
ル
に
再
び
出
会
え
る
こ

と
を
ま
ず
は
喜
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

（
大
迫 

力
・
本
誌
）

帝
国
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
チ
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
中
之
島
や
桜
ノ
宮

を
優
雅
に
巡
っ
て
い
く
コ
ー
ス
。

夏
休
み
こ
そ
、
子
ど
も
と
一
緒
に

川
に
親
し
む
チ
ャ
ン
ス
だ
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

大
正
１４
年
（
１
９
２
５
）
に
竣
工
、

長
ら
く
名
建
築
と
し
て
親
し
ま
れ

た
ダ
イ
ビ
ル
。
２
０
０
９
年
の
秋

に
一
時
閉
館
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

７
月
に
再
オ
ー
プ
ン
。
以
前
と
変

わ
ら
な
い
壮
麗
さ
を
漂
わ
せ
な
が

ら
も
、
現
代
的
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
が
施
さ
れ
た
、
こ
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
ビ
ル
と
な
っ
た
。

　

低
層
部
は
「
鷲
と
少
女
の
像
」

の
彫
刻
を
は
じ
め
、
旧
ビ
ル
の
意

　

夏
の
夜
の
中
之
島
の
お
楽
し
み

の
一
つ
、
川
に
も
っ
と
近
づ
い
て

味
わ
う
ビ
ー
ル
。
恒
例
と
な
っ
た

大
阪
水
上
バ
ス
の
「
ビ
ア
バ
イ
キ

ン
グ
ク
ル
ー
ズ
」
は
、
ま
さ
に
そ

ん
な
水
辺
の
醍
醐
味
が
詰
ま
っ
た

プ
ラ
ン
だ
。
船
上
に
用
意
さ
れ
て

い
る
の
は
、
リ
ッ
チ
な
帝
国
ホ
テ

ル
大
阪
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
と
生
ビ
ー

ル
飲
み
放
題
。
グ
ル
メ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
船
「
ひ
ま
わ
り
」
な
ら
で

は
の
船
上
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
を
Ｂ
Ｇ

Ｍ
に
、
９０
分
の
贅
沢
な
旅
が
始
ま

る
。
今
年
か
ら
は
、
島
民
に
は
な

じ
み
深
い
八
軒
家
浜
港
か
ら
の
乗

船
も
可
能
に
な
っ
た
。

　
「
ひ
ま
わ
り
」
は
昼
間
も
大
活
躍
。

８
月
３１
日
（
土
）
ま
で
の
夏
休
み

期
間
中
は
、
家
族
連
れ
に
も
っ
て

こ
い
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ル
ー
ズ
も

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。

今
年
も
大
阪
水
上
バ
ス
の

夏
ク
ル
ー
ズ
登
場

今
年
も
大
阪
水
上
バ
ス
の

夏
ク
ル
ー
ズ
登
場

今
年
も
大
阪
水
上
バ
ス
の

夏
ク
ル
ー
ズ
登
場

DOORS 7th
期間／8月11日（日）まで
会場／大阪市中央公会堂、大阪国際交流センター、
大阪市立芸術創造館、旭区民センター
料金／各講座500円（要予約）※別途材料費のかかる講座あり
予約・問い合わせ／IWF 実行委員会 事務局
☎090-3945-6755（10:00AM～8:00PM）
http://www.iwf.jp

　

大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
る
参
加

費
５
０
０
円
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ば
か
り
を
集
め
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
Ｄ
Ｏ
Ｏ

Ｒ
Ｓ
」。
き
ち
ん
と
し
た
習
い
事
と

し
て
は
普
段
な
か
な
か
手
を
出
し

に
く
い
ジ
ャ
ン
ル
で
も
「
９０
分
ワ

ン
コ
イ
ン
な
ら
」
と
こ
の
機
会
に

参
加
す
る
人
も
多
い
。
ワ
ン
コ
イ

ン
と
言
え
ど
、
そ
の
道
の
プ
ロ
に

基
礎
か
ら
学
び
、
実
際
に
作
品
を

つ
く
り
、
体
を
動
か
し
た
り
す
る

密
度
の
濃
い
９０
分
だ
。

　

今
年
で
７
回
目
の
開
催
が
決
定
。

集
ま
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
数

も
ジ
ャ
ン
ル
豊
か
に
１
０
０
種
類

ほ
ど
。
今
回
は
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
世
界
一
周
」
と
い
う
テ
ー
マ

が
掲
げ
ら
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
技
で

あ
る
カ
ポ
エ
ィ
ラ
や
、
香
港
映
画

で
お
な
じ
み
の
ヌ
ン
チ
ャ
ク
の
入

門
講
座
な
ど
、
一
層
多
彩
な
も
の

に
。
日
本
か
ら
も
伝
統
芸
能
の
能

や
時
代
劇
で
見
か
け
る
殺
陣
、
短

歌
づ
く
り
ま
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
ハ
シ
ゴ
も
Ｏ
Ｋ
。
受
講

人
数
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
気

に
な
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

問
い
合
わ
せ
る
べ
し
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）
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「インド舞踊を踊ろう！」（2012年開催）

「ゼロからはじめる能楽体験！」（2010年開催）

「廣之信のFLOWER CAFE」（2012年開催）

「一番出汁を学ぶ」（2012年開催）
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唄
な
ん
か
歌
い
な
が
ら
、
が
に

股
で
自
転
車
を
ぶ
ら
ぶ
ら
流
し

て
る
お
っ
ち
ゃ
ん
。
そ
の
セ
ン

で
連
想
さ
れ
る
の
は
、
じ
ゃ
り
ン
子
チ
エ
の

テ
ツ
、
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
…
と
、
だ
い
た

い
グ
ー
タ
ラ
設
定
な
人
た
ち
で
、
あ
の
自
転

車
の
乗
り
方
に
特
別
な
意
味
が
あ
る
と
は
思

っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
街
を
取
材

す
る
こ
と
を
仕
事
に
し
は
じ
め
て
か
ら
、
が

に
股
ぶ
ら
ぶ
ら
ス
タ
イ
ル
の
意
味
が
よ
う
や

く
腑
に
落
ち
た
。
言
葉
に
す
る
な
ら
「
な
ん

か
オ
モ
ロ
い
こ
と
な
い
か
～
」
で
あ
る
。

　

推
定
時
速
６
km
の
速
さ
（
遅
さ
）
は
看
板

や
貼
り
紙
を
視
認
し
て
、
読
め
る
ぎ
り
ぎ
り

の
ス
ピ
ー
ド
。
が
に
股
で
速
度
を
抑
制
し
つ

つ
、
左
右
ど
ち
ら
に
も
機
敏
に
曲
が
っ
て
、

止
ま
れ
る
足
腰
を
準
備
。
そ
し
て
、
声
の
か

け
ら
れ
や
す
い
ム
ー
ド
の
醸
成
と
、
自
身
の

テ
ン
シ
ョ
ン
を
そ
れ
と
な
く
公
に
す
る
役
割

を
鼻
唄
が
担
う
。
街
の
オ
モ
ロ
い
こ
と
を
逃

さ
な
い
よ
う
逆
算
し
て
い
く
と
、“
が
に
ぶ

ら
”
ス
タ
イ
ル
こ
そ
が
必
然
。
グ
ー
タ
ラ
ど

こ
ろ
か
、
街
に
対
し
て
勤
勉
な
構
え
と
い
う

べ
き
だ
っ
た
の
だ
。

　

実
際
、「
な
ん
か
オ
モ
ロ
い
こ
と
な
い
か

～
」
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
自
転
車
に

勝
る
も
の
は
な
い
。
ク
ル
マ
で

は
せ
っ
か
く
の
道
中
を
す
っ
飛

ば
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
し
、

徒
歩
で
は
行
動
圏
内
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
。
と
り
わ
け
、
個
性

鼻

ライフクリエーションスペース ＯＶＥ中之島
●中之島フェスティバルタワー 1F
　様々な切り口で自転車の楽しみ方を提案する、新感覚
のショップ。ブックディレクターの幅允孝さん選書の書棚、
セレクトの効いた雑貨洋服、時間帯に合わせて移りゆく照
明、くつろげるソファ、と心地いいサロン空間を実現。８月
の散走は、３日（土）の「土用の丑の日散走」、10日（土）の

「朝ごはん散走」など３回。申し込み・問い合わせはお店ま
で。☎06-6223-2626　10:00AM～8:00PM　月曜休

の
違
う
街
が
ゆ
る
や
か
に
連

続
す
る
大
阪
の
土
地
に
は
、

自
転
車
が
最
適
。大
阪
の「
な

ん
か
オ
モ
ロ
い
こ
と
」
に
行

き
当
た
る
に
は
、
ス
マ
ホ
と

グ
ー
グ
ル
で
も
、
自
転
車
１

台
に
は
敵
わ
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
ツ
イ
ー

と
街
を
滑
走
す
る
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
と
ぶ
ら
ぶ
ら
流
す
チ
ャ

リ
ン
コ
。
同
じ
自
転
車
と
は

思
え
な
い
く
ら
い
、
想
像
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ

に
開
き
が
あ
る
。
だ
か
ら
、「
散
走
」
と
い

う
言
葉
を
知
っ
て
、
は
た
と
膝
を
打
っ
た
。

そ
れ
だ
！　

散
走
と
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、

散
歩
感
覚
で
自
転
車
で
ぶ
ら
ぶ
ら
と
走
る
こ

と
。
自
転
車
の
車
種
や
自
転
車
乗
り
の
姿
か

た
ち
で
は
な
く
、
乗
り
方
の
話
を
し
た
か
っ

た
の
だ
。
竹
本
テ
ツ
も
車
寅
次
郎
も
「
散
走

の
達
人
」
と
思
え
ば
、
話
の
通
り
が
い
い
。

　

数
々
の
テ
ー
マ
で
「
散
走
」
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
る
［
Ｏ
Ｖ
Ｅ
中
之
島
］
は
、
ま

さ
に
自
転
車
シ
ョ
ッ
プ
業
界
の
ミ
ッ
シ
ン

グ
・
リ
ン
ク
を
つ
な
ぐ
店
。
昭
和
が
薫
る
個

人
商
店
の
自
転
車
屋
さ
ん
と
、
メ
ー
カ
ー
直

営
で
当
世
風
の
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
。
そ
れ

ぞ
れ
が
別
物
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
、

自
転
車
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
自
転
車
の
楽

し
み
方
を
提
案
す
る
と
い
う
［
Ｏ
Ｖ
Ｅ
］
の

趣
旨
は
、
世
代
、
自
転
車
歴
を
問
わ
ず
受
け

入
れ
ら
れ
る
も
の
に
違
い
な
い
。
何
に
乗
る

か
で
は
な
く
、
ど
う
乗
る
か
。
そ
ん
な
話
を

も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
か
ら
聞
い
て
み
た
い
。

た
け
う
ち
・
あ
つ
し

天
満
橋
在
住
、編
集
者
。大
阪
の
お
お
ら
か
な
ニュ
ー
ス
を
集

め
た
マ
ン
ガ
壁
新
聞「
お
お
ら
か
べ
新
聞
」を
展
開
中
。ネ
タ
集

め
と
配
布
に
自
転
車
で
駆
け
巡
る
日
々
。

大阪の街を見るには、
 「散走」がちょうどいい。
文／竹内 厚（編集者）
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋　
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／旭屋書店 堂島地下街店／カペラ書店／紀伊国屋書店 本町店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 梅田ヒルトンプラザ店／ジュンク堂書店 
天満橋店／MARUZEN＆ジュンク堂書店 梅田店／スタンダードブックストア／天牛堺書店 大江橋店／ブックファースト 梅田店／ブックファースト 淀屋橋店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店

［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素　食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公
会堂／大阪市立中央図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪フィルハーモニー会館／大阪ボランティア
協会／大阪歴史博物館／追手門学院　大阪城スクエア／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪リバーサイドキャンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情
報センター／中央電気倶楽部／ホテルNCB／メビック扇町

［店舗・医院など］アリアラスカ マーブルトレ／アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／大西洋服店／ＯＯＯ（オーー）／カセッタ／喫茶カンターロ／喫
茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／ティ
ーハウスムジカ／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／フレイムハウス／ミニジロー／宮
崎歯科／やきとり ばかや／吉田理容所／ラ・クッカーニャ／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］伊勢屋書店／大阪書店／紀伊國屋書店 京橋店／なんばミヤタ／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立図書館

［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪市信用金庫 江戸堀支店／御船かもめ／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホ
ステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop Ａ
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂 フレスト店／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／水嶋書房 くずは駅店／大阪狭山市立図書館／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／寝屋川市役所／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／大手通りストリートギャラリー 街・発信／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。
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淀屋の碑
（P8）

大阪市役所（P7）

石地蔵の祠
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ばらの小径（P5）

山守屋（P15）

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
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若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
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次号予告おかえり!  ダイビル
改装のために一時閉館中だったダイビル本館が、いよいよオープン。
島民待望のその中の様子は？ 歴史も一緒にご紹介します。

●『月刊島民』vol.62は2013年9月１日発行です!
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【大人 2,000 円】

比叡山めぐりにおトクで便利な一日フリー乗車券を
京阪線各駅などで発売中！！

【大人 3,000 円】
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